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研究目的

低酸素環境下での運動後における栄養摂取に伴う筋グリコーゲン量の回復が促進するのか否か

を検討するため、本研究の目的は一過性の低酸素環境下での運動後24時間後までの筋グリ

コーゲン量の回復の変化を通常酸素環境下で同様の運動を実施する場合と比較することとしま

す。

研究対象者
日常的に（週3回以上）運動を実施している男性

研究概要

活動的な男性を対象に、①低酸素環境下（吸気酸素濃度：14.5％）で高強度運動を実

施する条件、②通常酸素環境下（吸気酸素濃度：20.9％）で高強度運動を実施する条

件の2条件をそれぞれ異なる日に実施します。

いずれの条件においても、朝食を摂取していない状態で筋グリコーゲン量および血中乳酸濃度を

測定した後、低酸素環境下または通常酸素環境下においてウォーミングアップおよび本運動を実

施します。

本運動には30秒間の全力ペダリング運動を4分間の休息を挟んで5本繰り返す運動を用いま

す。その後、血中乳酸濃度および筋グリコーゲン量を測定します。

その後は朝食、昼食および夕食の3食を摂取し、運動終了12時間後において筋グリコーゲン量

を測定します。

さらに、翌朝において運動終了24時間後の筋グリコーゲン量を測定し、実験が終了となります。
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